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3月 に社会へ送 り出した卒業生

は、 4月 に新入社員となっている。

そのなかで 1人 の教え子の行 く末

を、いささか心配している。本人の

資質に、問題はない。′亡ヽ配の種は、

実は会社の体質なのであるの

今からちょうど1年 ほど11に、就

職活動中の彼が相談にきた。

「なぜ出世の見込みのないロジス

ティクス部門を志望するのか」と、

第 1志望4の会社の採用担当者に質|11

されたことを気にしていた。しかし

信念のFlい彼は、「どうしてもこの

会社でロジステイクスをやりたい」

と答えたのだという。

lE学系大学院の修 lf課程にいた彼

ではあるが、その会社はロジステイ

クス部|‖|を文系社員の11場と決めて

いるらしい。そのため初任給は学部

卒と同じであり、最初の数年間は営

業部門に配属の予定だそうである。

一方で、理系で入ったり1究職の修

士修了の学生の給与は、学部卒より

高いらしいc

ロジステイクスに力を入れている

先進企業を多く知っているだけに、

彼の選択は間違いかもしれないと′い

配になった。

il呈撃乱えんZ『
に必要な

ロジステイクスについては、日本

が 「現地調達」とか 「1億 火の工J

などと言っていた第2次世界大戦中

に、すでにアメリカではOR(オ ペ

レーションズ ・リサーチ)を 中心に

]:学的解析手法が開発され、いまで

はロジステイクスの分野でも取り入

れられている。

しかし現在の日本の企業で、最新

の工学的手法を丹念に取り入れよう

とする意気込みは、あまり感じられ

ない。むしろ、古い理論と管理手法

がいまだに主流を占めている例は多

い。なぜなら、そこにはスペシヤリ

ストもいなければ、りl工系の社員も

少ないからだろう。加えてロジス

ティクス担当者が、工学的な手法に

Jl l解を示そうとしない傾向もありそ

うだ。

だから 「数J ll的な分析よりも、りl

場経験だ」などと、なりがちなのだ

ろう。これでは 「兵封i(へ いたん :

ロジステイクス)を 確保せずに、食

料は現地調達Jと した半||ヒ紀以上前

の発想と同じように見えてしまう。

■ 昔から変わらないことか?
■.■|■

半藤一利と江坂彰の対談による

「日本人は、なぜ同じ失敗を繰 り返

すのか一撤退戦の研究―Jと いう本

では、大平洋戦争を題材に、いまも

続いているH本 人の弱点として 「失

敗の本質」が書かれている。

「旧日本軍の戦略思想には、情報

と兵靖の重要性が、信じられないほ

ど稀薄だった」「情報参謀とか兵靖

参謀は、『そこにいればいい』といっ

た程度の認識のされ方だった」とし

ている。
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